
令和 4年度 第８回 理事会議事録   

   
日 時：令和 4 年 12 月 14 日（水） 19：00～21:00  

場 所：代表理事自宅 

［出席者］  

理 事：小嶺衛、立津統、末吉恒一郎、久高将臣、神谷喜一、仲宗根美紀、金城良和、 當

間智史、宮里由乃、比嘉俊文、南部路治、当眞祐二、玉城すみれ、武富新太郎、平良雄司 

監 事：仲西孝之、千知岩伸匡  

委員会：高橋陽実行委員長（第 23回沖縄県理学療法学術大会） 

書 記：城間亮太 

WEB担当：上地誠之 

［審議事項］  

・第 1 号議案 外部から研修等のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載基準の運用に関する件…【資料ファイル 1】 

・第 2 号議案 JPTA国際支援部採択事業契約締結に関する件…【資料ファイル 2】 

・第 3 号議案 沖縄県介護支援専門員協会沖縄支部と当協会中部支部との合同研修会に関

する件…【資料ファイル 3】 

 

議決に加わることの出来る理事数 15名 

出席者理事数          15名 

 

上記のとおり、理事及び監事の出席が確認され、代表理事小嶺衛が議長となって、本理事会は 

Web 会議システムを用いて開催する旨宣言した。  

議長小嶺衛は、参加理事立津統、末吉恒一郎、久高将臣、仲宗根美紀、當間智史、宮里由乃、比

嘉俊文、玉城すみれ、武富新太郎、金城良和、南部路治、当眞祐二、平良雄司、神谷喜一、監事

千知岩伸匡、仲西孝之に対し、Web 会議にて本理事会に出席する旨を説明し、Web 会議システム

により、出席者の映像と音声が即時に他の出席者に伝わり、出席者が一同に会するのと同等に適

時的確な意見表明が互いにできる状態となっている事が確認されて、議案の審議に入った。 

 

［報告事項］  

１．会長  

※月次活動報告  

２．副会長  

※月次活動報告  

３．事務局  

※月次活動報告  

   

４．社会職能局  

※月次活動報告  

５．教育学術局  

※月次活動報告  

６. 各種委員会  



第１号議案 外部から研修等のホームページ掲載基準の運用に関する件 

提出日：令和 4年 12月 10日 提出者：比嘉俊文 

担当局： 地域局 担当部：情報システム広報部 

議案主題 
外部から研修等のホームページ掲載基準の運用について 

議案内容 

及び 

提出理由 

かねてより外部団体から研修や企画等を当協会会員への広報依頼が届きます。 

その際、研修や企画情報を当協会ホームページで広報する際の掲載基準の運用につ

いて審議お願い致します。（別紙参照） 

審議内容 

外部研修等のホームページ掲載基準の運用について 

 

質問） 

末吉副会長：局長決裁というのは、局長レベルでの判断という理解で宜しいでしょ

うか？ 

回答） 

比嘉理事：研修会以外の展示等の掲載があれば、局長の方で精査して掲載できれば

と考えています。共通理解として、局長の許可があれば掲載とするが、他団体から

の掲載依頼に関してはマニュアルに沿って進めさせていただきたいです。 

質問） 

久高事務局長：JPTA や九州ブロック会からの依頼に関しては、事務長判断で掲載し

てもいいのか。 

また、一般病院や任意団体に関しては局長権限という流れになるのか。 

回答） 

比嘉理事：はい。JPTAや九州ブロック会からは基本的に事務長判断で掲載 OKです。 

一般病院や任意団体につきましては、会員への有益性があれば掲載していく流れだ

が、基本的には chatを活用して掲載の判断を仰ぐ予定。 

意見） 

末吉副会長：２点あります。１点目が理学療法講習会で、協力いただいた業者等か

らのイベント掲載依頼などは局長判断でスムーズに掲載してもいいと思っていま

す。2 点目は、一般病院とはどんなイメージかと考えた時に、今年度より開始した生

涯学習制度では、士会承認セミナーなどは士会で承認されているので、その辺は理

事会を通さずに、局長判断で掲載してもいいかと思います。 

 

審議結果 

全員一致で可決 

可：15名 

否：0名 

担当局：地域局 担当部：情報システム広報部 

備 考 
 

 

 

第 2号議案 JPTA公募『グローバル社会における理学療法士の活躍に資する事例紹介事業』の契約締結

に関する件 



提出日：令和 4 年 12 月 12日  提出者：當間智史 

担当局：社会職能局  担当部：国際支援部 

議案主題  
JPTA公募『グローバル社会における理学療法士の活躍に資する事例紹介事業』の契

約締結の承認可否について 

議案内容  

及び  

提出理由 

8月の理事会で JPTA事業公募について応募可否について事業説明し承認頂きまし

た。10月の理事会で採択通知がありましたが、具体的な契約締結の詳細が分から

ず、審議保留となっていました。本日 JPTAより業務委託契約書が届きましたの

で、締結の可否について検討頂ければと思います。 

審議内容  契約締結の承認可否について 

業務の成果として、事例紹介の報告書とその説明スライドを成果物として納品

する。事業期間に作成した報告書、説明スライド等の成果物について、2023年

3月 10日（金）までに甲に対して提出するものとするとなっています。 

契約の金額は、税込み 1,000,000円（うち消費税 90,909円）となっている状況

です。 

※応募するに当たり、理事会での承認は得ていますが、今回は契約締結に関す

る内容なので、理事会議案に挙げています。 

質問） 

久高事務局長：国際支援で先駆的に取り組んでいる都道府県があったりします

か？そういう所に予算を使うのもいいと思いますし、次年度予算を使うのであ

れば、事業計画書をもって、理事会での承認を得られれば特定費用積立金とし

て置くこともできる。（現金だけ残して置くよりもその方がいいかと思いま

す） 

第 10回理事会までに計画していただけると次の展開がみえてくると思う。 

※次年度以降、この様な事業をしたいから予算がいくら必要なのかなどまで検

討していただきたい。 

 

審議結果 全員一致で可決 

可：15名 

否： 0名 

担当局：社会職能局  担当部：国際支援部 

備 考  

 



第 3号議案 沖縄県介護支援専門員協会沖縄支部と当協会中部支部との合同研修会に関する件 

提出日：令和４年 12月 26日 提出者：仲宗根美紀、大山将平 

担当局：地域局・中部支部 担当部： 

議案主題 
沖縄県介護支援専門員協会沖縄市支部と当協会中部支部との合同研修会について 

議案内容 

及び 

提出理由 

平成 27年度から市町村が行う事業として、地域支援事業に在宅医療・介護連

携推進事業が位置づけられ、市町村レベルでの専門職間の連携が求められてい

る。今回パイロット事業と介護支援専門員協会沖縄支部と当協会中部支部にて研

修会を開催し、次年度より定期開催したいと考えている。今回は介護支援専門員

協会（沖縄支部）と合同研修会を企画し、「退院前カンファレンス」「サービス担当者会

議」について２題の概論講義とケアマネと PTのディスカッション形式で行うことで、お互

いの関わる視点や姿勢を学ぶ機会が得られると考える。次年度より、中部支部内にて介

護支援専門員協会（沖縄支部）と合同研修を年１回計画的に行うよう中部支部と連携し

進めていく予定。 

本事業は、定款第 4 条第 5 項 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業

として実施する。 

 

日程：令和５年１月 27日（金）14：00〜16：00 

会場：オンライン 

対象：介護支援専門員協会（沖縄市支部）会員  

     沖縄県理学療法士協会会員（沖縄市在勤） 

内容：①「退院前カンファレンスとは」 理学療法士 仲宗根美紀 

     ②「サービス担当者会議とは」 介護支援専門員 （検討中） 

 

   13：30      受付開始         

 14：00～14：05 初めの挨拶 大山中部支部長（PT協会） 

  14：05～14：15 退院前カンファレンスとは【困ったことある事例】 

  14：15〜14：25 自己紹介（グループ） 

  14：25～14：55 ①グループディスカッション） 

  14：55〜15：00 休憩                 

  15：00～15：10 担当者会議とは【ケアプランの説明】 

  15：10〜15：40 ②グループディスカッション 

  15：40〜15：55 発表（２〜３グループ）  

  15：55〜16：00  終わりの挨拶 仲門副支部長（ケアマネ協会）            

  司会進行：協議中  

   

つきましては、上記における合同研修会開催についての可否をご検討いただきたい。 

審議内容 

①合同研修会開催について 

   可  ・  否 

 

【質疑応答】 

末吉副会長） 

2点ほど確認させてください。 

1点目が、沖縄県介護支援専門員協会沖縄支部との合同開催というのは、共催という

ことでよろしいでしょうか？この場合、役割や費用負担など、どのように調整してい

るか、可視化してください。 



仲宗根理事） 

・役割はオンライン ZOOMアカウントはケアマネ協会にて準備。操作も含めケアマネ

協会が主導で実施。 

・申込みは、ケアマネ沖縄支部と PT中部支部の別々で実施。（PTは沖縄市在勤を確

認するため） 

・費用については、ケアマネは勤務中での参加がマストのため会員は参加費もなし。

また、事業実施も各自勤務中で行うため、予算もなく日当等の支出はないとのこと。 

そのため、次年度の計画は PTに併せて平日の夜間帯 19時〜等の検討してくれていま

す。事前会議で話しております。 

・ディスカッションのファシリテーターは、ケアマネとの関わりが多い地域リハ在勤

者が行う方が良いと大山支部長と當間理事と話しており、6名声掛け予定です。 

ケアマネ協会は 7名手配可能とのことでした。 

・13グループの想定はケアマネ沖縄支部が毎月 40名参加するとのこと。PTは沖縄市

在勤者を確認し、30名集めたいと考えております。沖縄市内事業所へ案内します。 

・1グループ５〜６名グループを想定しております。 

2点目が、予算書の収入は 0円ではなく、協会拠出金 37,500円が正しいと思いま

す。 
仲宗根理事） 

こちらの記載ミスですので、修正致します。 

 

 

審議結果 

全員一致で可決 

可：15名 

否：0名 

 

 

担当局：地域局 担当部： 

備 考 
 

 

公益社団法人 沖縄県理学療法士協会 

会長 小嶺 衛 

監事 仲西 孝之 

監事 千知岩 伸匡 


